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2012年7月27日 
（於：北海道大学） 

KDDI研究所 
野本 真一 

A・P研アンテナの歴史委員会特別講演 



今日はオリンピックの開会式 

• さて、2012年夏、ロンドンオリンピックは第何回で
しょうか？ 

• ロンドンでの開催、正式には何回目？ 
• アジアで開催された初めてのオリンピックは、何
年/第何回/どこ？ 

• 日本が最初に参加したオリンピックはいつ？ そ
の時の選手団は何名？ ロンドンでは何名？ 

• 日本人最初のメダリストは、いつ/だれ？ 最初の
金メダリストは？ 
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オリンピックの歴史（1896-） 
回 年 開催地 国 備考 

1 1896 アテネ ギリシャ   

2 1900 パリ フランス   

3 1904 セントルイス アメリカ   

4 1908 ロンドン イギリス   

5 1912 ストックホルム スウェーデン 日本初参加（選手2名） 

6 1916 ベルリン ドイツ 中止 

7 1920 アントワープ ベルギー テニス男子2種目銀 

8 1924 パリ フランス レスリング男子銅 

9 1928 アムステルダム オランダ 織田三段跳金（初） 

10 1932 ロサンゼルス アメリカ 競泳男子5種目金 

11 1936 ベルリン ドイツ "前畑、ガンバレ" 

12 1940 
東京 日本 返上 

ヘルシンキ フィンランド 中止 

13 1944 ロンドン イギリス 中止 

14 1948 ロンドン イギリス 日本不参加  

15 1952 ヘルシンキ フィンランド レスリング男子金 2 

1934 国際電話サービス開始 

1925 AMラジオ放送開始 
1926 八木・宇田アンテナ 

1899 東阪間長距離電話 

1905 日本海海戦で無線 
1906 日米海底電信線 

1895 マルコーニ無線実験 

1912 タイタニック遭難（SOS） 

オリンピックと通信の歴史（１/２） 



回 年 開催地 国 備考 

16 1956 
ストックホルム スウェーデン 馬術のみ 

メルボルン オーストラリア 男子レスリング2階級 

17 1960 ローマ イタリア 体操男子団体金 

18 1964 東京 日本 "東洋の魔女" 

19 1968 メキシコシティー メキシコ 男子サッカー銅メダル 

冬11 1972 札幌 日本 "笠谷、青地、金野" 

20 1972 ミュンヘン 西ドイツ 男子バレーボール 

21 1976 モントリオール カナダ 体操男子団体5連覇  

22 1980 モスクワ  ソビエト連邦 日本不参加  

23 1984 ロサンゼルス アメリカ 体操男子個人総合  

24 1988 ソウル 韓国 鈴木大地100背泳ぎ  

25 1992 バルセロナ スペイン 岩崎女子200平泳ぎ 

26 1996 アトランタ アメリカ 2大会連続金3のみ 

冬18 1998 長野 日本 冬季第18回：長野 

27 2000 シドニー オーストラリア 高橋女子マラソン 

28 2004 アテネ ギリシャ 体操男子団体復活 

29 2008 北京 中国 北島2大会連続金2 

30 2012 ロンドン イギリス   

アンテナの歴史 
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オリンピックの歴史（1956-） 
1953 TV放送開始 

1979 自動車電話開始 

1969 アポロ11号月面中継 

1992 ディジタル携帯電話 
1993 商用インターネット 

1987 携帯電話登場 

1963 日米間TV宇宙中継 
1964 東京五輪TV宇宙中継 

1957 人工衛星打上（ソ連） 

オリンピックと通信の歴史（２/２） 



マルコーニの実験風景 
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日本海海戦で活躍した無線電信 

（講演では、動画を利用しました） 



続々と建設された長波、短波の送受信所 

関東大震災のニュースをいち 
早く世界に伝えた原ノ町送信所 

長波と短波の受信装置 
を備えていた福岡受信所 

小山送信所 
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1920～1930年代： 
   電波不足で長波から短波へ  

• １９２０年 電波不足、混信対策のため国際電気通信予備       
     会議がワシントンで開催。 不調で終わる。  
       早いもの勝ちの競争へ。 

• １９２０年 原ノ町送信所（福島県）建設 

• １９２３年 関東大震災（9月1日11時58分32 秒、神奈川県西部 
        を震源として発生したM7.9の地震） 

• １９２８年 福岡受信所（現KDDI研究所）新設  

• １９３０年 小山送信所を短波送信所として新設 

• １９３４年 アメリカ方面との通信の８０％が無線に依存 

 

長波の電波の数は全世界で１３４波のみ 
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 長波から短波へ 

（講演では、動画を利用しました） 



宇宙通信商用開始までの道のり 

• １９４５年 イギリス作家アーサー・クラークが静止衛星の実現を予言 
• １９５７年 ソ連が人工衛星「スプートニックを打ち上げ 
• １９６０年 米国が受動型実験通信衛星「エコー衛星」を打ち上げ 
• １９６２年 米国が実験通信衛星テルスター１号、リレー１号を打ち上げ 
• １９６３年 初の静止衛星シンコムを打ち上げ 
• １９６３年 茨城宇宙通信実験所完成 
• １９６３年 リレー衛星を介した我が国初のテレビ受信実験に成功 
• １９６４年 インテルサット発足 
• １９６４年 リレー３号を介して東京オリンピックの宇宙中継 
• １９６５年 アーリーバード打ち上げ（インテルサットのもとでの商用衛星） 
• １９６６年 インテルサットＩＩ号による日米テレビジョン伝送サービス開始 
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初の日米間テレビ宇宙中継 

（講演では、動画を利用しました） 



（参考）J. F. Kennedy暗殺 
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第35代アメリカ合衆国大統領ジョン・F・ケネディは、1963年11月22日金曜日、現地時間
（CST） 12:30 (UTC 18:30) にテキサス州ダラスで暗殺された。 

⇒ 日本時間（JST）に直すと、1963年11月23日 03:30 のこと。 



初の日米間テレビ宇宙中継 

茨城県十王町に建設された
茨城宇宙通信実験所 

宇宙中継に用いら
れたリレー衛星 
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インテルサットシステムの発展 

1965年 インテルサットⅠ号（大西洋上）  

1967年 インテルサットＩＩ号による日米間衛星通信サービス    
    の開始（茨城衛星通信所） 

1969年 インド洋上のインテルサットＩＩＩ号       
    対英国衛星通信サービス開始（山口衛星通信所） 

1975年 インテルサットⅣ号、 Ⅳ-Ａ号によるグローバル衛星通信
    システムの整備 
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IEEE Milestone： 日本の受賞歴 
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# 受賞年 テーマ 対象年・期間 受賞者 

1 1995年6月 指向性短波アンテナ<八木・宇田アンテナ> 1924年 東北大学 

2 2000年3月 富士山レーダー 1964年 気象庁 

3 2000年7月 東海道新幹線 1964年 JR東海 

4 2004年11月 電子式水晶腕時計<セイコークォーツ> 1969年 セイコー 

5 2005年12月 電子式卓上計算機の先駆的事業 1964年-1973年 シャープ 

6 2006年10月 世界標準家庭用ビデオVHSの開発 1976年 日本ビクター 

7 2007年11月 鉄道自動改札システム 1965年-1971年 オムロン・近鉄・阪急・阪大 

8 2008年11月 日本語ワードプロセッサ 1971年-1978年 東芝 

9 2009年5月 依佐美送信所 1929年 刈谷市 

10 2009年10月 フェライトの発明とその工業化 1930年-1945年 TDK・東京工業大学 

11 
2009年11月 

電子式テレビジョンの開発<高柳式テレビジョン> 1924年-1941年 静岡大学 

12 初の太平洋横断衛星テレビジョン伝送 1963年 KDDI 

13 
2010年4月 

黒部川第四発電所 1956年-1963年 関西電力 

14 太陽電池の商業化および産業化 1959年-1983年 シャープ 

15 2011年11月 初の直接衛星放送 1984年 NHK 

16 2012年1月 電界放出形電子顕微鏡の実用化 1972年 
日立製作所・日立ハイテクノ
ロジーズ 

17 2012年4月 G3ファクシミリの国際標準化 1980年 NTT・KDDI 



IEEE Milestone贈呈式（2009年11月23日） 

15 小野寺正（KDDI株式会社社長兼会長）   Dr. A. Magoun（IEEE History Committee） 



“First Transpacific Reception of a Television 
Signal via Satellite, 1963” 
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The Ibaraki earth station used a 20m Cassegrain antenna, the first 
use of this type of antenna for commercial telecommunications. 



宇宙通信の夜明けに活躍した 
茨城宇宙通信実験所とアンテナ 

（講演では、動画を利用しました） 



ＫＤＤ茨城宇宙通信実験所 
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増設されたアンテナたち 
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茨城衛星通信所の全景 
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静止衛星の配置とカバレッジエリア 
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山口衛星通信所全景 
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山口衛星通信所 

23 



24 



臼田64m電波望遠鏡 
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野辺山電波干渉計（0.8m × 84,Ｔ字型） 
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KDD’s Earth Stations (INTELSAT) 
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Year Earth Station ID Size Frequency Range Gain Efficiency Mass Key Features 
1967 Ibaraki No.1 Earth Station 22m (2.2m) Tx: 6.274-6.4GHz 

Rx: 4.058-4.184GHz 
Tx: 60.0dBi (6.39GHz) 
Rx: 56.9dBi (4.17GHz) 

Tx: 46% 
Rx: 53% 

110t Near-field feed Cassegrain 

1968 Ibaraki No.2 Earth Station 27.5m (2.8m) Tx: 5.925-6.425GHz 
Rx: 3.7-4.2GHz 

Tx: 62.7dBi (6GHz) 
Rx: 58.9dBi (4GHz) 

Tx: 62% 
Rx: 58% 

350t Cassegrain fed by conical 
horn reflector 

1969 Yamaguchi No.1 Earth 
Station 

27.5m (2.6m) Tx: 5.925-6.425GHz 
Rx: 3.7-4.2GHz 

Tx: 63.2dBi (6GHz) 
Rx: 59.8dBi (4GHz) 

Tx: 70% 
Rx: 72% 

300t Shaped Cassegrain fed by 
conical horn reflector 

1971 Ibaraki No.3 Earth Station 29.6m (2.8m) Tx: 5.925-6.425GHz 
Rx: 3.7-4.2GHz 

Tx: 63.4dBi (6.2GHz) 
Rx: 60.0dBi (4.0GHz) 

Tx: 59% 
Rx: 65% 

250t Shaped Cassegrain on wheel-
and-track structure fed by 
four-reflector beam-
waveguide 

1980 
(1993) 
Yamaguchi TTC&M/IOT 
Station 
(No. 4 after modification) 

32m (2.9m) Tx: 5.925-6.425GHz 
Rx: 3.7-4.2GHz 

Tx: 64.96dBi (5.925GHz) 
Rx: 61.68dBi (4.0GHz) 

Tx: 79% 
Rx: 82% 

280t Ring-loaded corrugated 
conical horn 

1980 Yamaguchi No.2 Earth 
Station 

34m (2.9m) Tx: 5.925-6.425GHz 
Rx: 3.7-4.2GHz 

Tx: 65.6dBi (6.0GHz) 
Rx: 61.9dBi (4.0GHz) 

Tx: 79% 
Rx: 76% 

430t Cross-polarization 
compensation system and 
shaped struts 

1984 Ibaraki No.4 Earth Station 32m (2.9m) Tx: 5.85-6.725GHz 
Rx: 3.4-4.2GHz 

Tx: 64.4dBi (5.85GHz) 
Rx: 61.35dBi (4.0GHz) 

Tx: 72% 
Rx: 76% 

380t Similar to Yamaguchi No.2 
but without cross-polariztion 
compensation system. 

1985 Yamaguchi No.3 Earth 
Station 

34m (2.9m) Tx: 5.85-6.725GHz 
Rx: 3.4-4.2GHz 

Tx: 64.9dBi (5.85GHz) 
Rx: 61.7dBi (4.0GHz) 

Tx: 71% 
Rx: 73% 

430t Similar to Yamaguchi No. 2. 

1986 
1988 
1989 

Tokyo No.1 Earth Station 
Tokyo No.2 Earth Station 
Osaka Earth Station 

5.5m Tx: 14.0-14.5GHz 
Rx: 10.95-11.7GHz 

Tx: 56.7dBi (14.25GHz) 
Rx: 54.7dBi (11.2GHz) 

Tx: 69% 
Rx: 71% 

 - Offset Gregorian on screw-
jack mount with step-
tracking. 

1992 Ibaraki No.5 Earth Station 32m (2.9m) Tx: 5.85-6.425GHz 
Rx: 3.625-4.2GHz 

Tx: 64.5dBi (5.85GHz) 
Rx: 61.0dBi (3.95GHz) 

Tx: 73% 
Rx: 72% 

 - Similar to Ibaraki No. 4 but 
with step tracking. 

1997 Yamaguchi No. 5 Earth 
Station 

18m Tx: 5.85-6.425GHz 
Rx: 3.625-4.2GHz 

Tx: 59.3dBi (6GHz) 
Rx: 56.1dBi (4GHz) 

Tx: 66% 
Rx: 72% 

 - Shaped Cassegrain on 
screw-jack mount 



初期のカセグレンアンテナの性能 
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Ibaraki 20m Kashima 30m 

Tx Rx Tx Rx 
"Telstar" Satellite 

Frequency 4.17GHz 6.39GHz 

  

Gain 55.9dBi 58.1dBi 

Efficiency 51% 36% 
"Relay" Satellite 

Frequency 4.17GHz 1.725GHz 4.17GHz 1.725GHz 
Gain 55.5dBi 47.6dBi 58.1dBi 49.4dBi 

Efficiency 46% 44% 38% 30% 



カセグレンアンテナの開口面分布測定例 
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カセグレンアンテナとグレゴリアンアンテナ 
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鏡面修整による開口面分布の制御（1/2） 
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鏡面修整による開口面分布の制御（2/2） 
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オフセットアンテナ 
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オフセット       オフセット           オフセット        前方給電オフセット 

パラボラ        グレゴリアン         カセグレン       カセグレン （FFOC）  



1.2m 鏡面修整オフセットグレゴリアン 
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オフセットデュアルトーラスアンテナ 
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オフセットマルチビーム球面鏡アンテナ 
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ご清聴ありがとう
ございました 
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